
ベテルギウスのように輝く学校・土気南中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　　

　　　　　答　　辞　　　　　　　　　　　　　　卒業生代表

　観測史上、最速で開花宣言された東京の桜。ここあすみが丘でも華やかに桜の花が咲いていて、春の盛りを迎えた
ことがわかります。
　３月１０日には、第３１回卒業証書授与式を盛大に行うことができました。昨年度までとは異なり、今年度はマス
クをしての校歌合唱も行うことができ、初めて本校の校歌を実際に耳にしました。ポップな明るいメロディーとお
しゃれな歌詞が、とても印象的な効果でした。
　今年は、新型コロナにおびえ続けていた学校生活から、新型コロナの影響を踏まえつつ、新しい学校生活を模索す
る年でした。春には、ずっと行うことができなかった演劇部の校内発表会と吹奏楽部のスプリングコンサートを開催
しました。６月の体育祭は、保護者にも参観していただき、青空の下で実施することができました。秋には、宿泊を
伴う３年生の修学旅行と２年生の自然教室も行うことができ、生徒たちも大変喜んでいました。
　今年度はじめ、本校の校歌にある「オリオン」の中でも、ひときわ輝くベテルギウスのように輝こう！という話を
生徒にしました。生徒たちは、日々の学校生活や様々な行事の中で、本当にベテルギウスのように輝いていました。
４月から始まる令和５年度も、より一層輝く土気南中学校を目指します。

　やわらかな日差しが降りそそぎ、春の訪れを感じるようになりました。この良き日に、私たちのために素晴らしい
卒業式を挙行してくださったことを心より感謝申し上げます。
　今日、私たちは思い出のつまった土気南中学校を卒業し、それぞれの進路に向かって歩き出します。
　思い起こせば３年前、先の見えない不安の中で私たちは中学生になりました。私たちは、新型コロナウイルスが猛
威をふるう混乱の真只中で入学しました。中学校生活は、休校を経て、分散登校で始まり、その後、６月に入学式が
行われました。異例続きで、思い描いていた中学校生活とは異なるものでした。そのため、学校が再開してからも、
「中学生になったんだ」という自覚をしっかりとはもてないまま、何かと制限の多い日々を過ごしていました。しか
し、不自由な生活の中にも楽しかったことや頑張ったことが、たくさんありました。今では、中学校生活のすべてが
懐かしい思い出として、私たちの胸に刻まれています。
　２年生で経験した初めての体育祭。何よりも驚いたのは、全力で取り組む先輩方３年生の姿でした。「これが中学
校の体育祭なのだ。」と、先輩方の姿に憧れて、自分が３年生になった時も、最高に盛り上がる体育祭にしたいと思
いました。そして、限られた条件の中であっても全力を尽くす楽しさと素晴らしさを知りました。
　３年生では、日光へ修学旅行に行きました。友だちと寝食を共にして、絆がさらに深まったことでしょう。たくさ
ん笑い、たくさん語り合った、あっという間の２泊３日でした。普段の生活では見ることのなった友だちの一面を見
て、よりいっそう仲を深めることができました。本当に楽しい思い出となりました。
　オリオン音楽祭。最高の合唱を目指して練習を重ねるうちに、クラスのつながりも強くなっていきました。歌が得
意な人も苦手な人もみんなで声を出すこと、よりよい合唱にするためにクラス全員の気持ちを合わせること、これら
は決して簡単なことではありませんでした。だからこそ、オリオン音楽祭本番で、クラス一丸となって歌い終えた時
の感動は忘れられません。
　私たちが充実した中学校生活を送ることができたのは、いつも私たちのことを考えて、支えてくださった先生方の
おかげと感謝しています。先生方のご指導のおかげで私たちは、制約の多かった学校生活の中でも、仲間と学ぶ楽し
さ、一生懸命に取り組むことの素晴らしさ、あきらめずに最善を尽くすことの大切さを学ぶことができました。先生
方、本当にありがとうございました。
　そして、今日までの１５年間、一番近くで私たちを見守り、育ててくれた家族にも心から感謝しています。時に
は、心配をかけたこともあったと思います。でも、いつも味方でいてくれましたね。迷った時には、背中を押してく
れたこと、小さな成功を一緒に喜んでくれたこと、それらの全てが前に進む力となって、今、私たちはここにいま
す。本当にありがとうございました。
　最後に在校生の皆さん、今まで私たちを支えてくれてありがとう。学校行事や部活動を通して皆さんと過ごした
日々も私たちにとってはかけがえない思い出です。私たち３年生は、今日でこの土気南中学校を卒業します。これか
らは、皆さんが土気南中学校の伝統を引き継ぎ、盛り上げていって下さい。
　３年間過ごしてきたみんなとの中学校生活も、今日で終わりです。友達や先生方との他愛ない会話、教室に響いて
いた笑い声、ふざけあった友の笑顔。当たり前にあった日々が、当たり前ではなかったことに、巣立ちの時を迎えた
今気づき、淋しさがこみ上げてきます。
　３年間を共に過ごした私たちは、希望を胸に明日からそれぞれの道に進んでいきます。私はこの先たとえ大きな壁
にぶつかったとしても、この土気南中学校で得た多くの思い出、学び、そして仲間の顔を思い出し、乗り越えていき
たいと思います。
　進む道はそれぞれ違っても、一歩一歩自分らしく進んでいきましょう。
　３年間、私たちにかかわってくださったすべての皆様へ、感謝の気持ちを込めて卒業式の答辞といたします。

　友。さようなら、そしてありがとう。
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４月６日(木)の予定

  ８：１０　昨年度の教室に登校する。
　８：１０～　８：２０　朝の会
　８：４０～　９：３０　着任式・始業式
　　　　　　　　　　　　　　（２・３年職員発表）
　９：４０～１０：４０　学活（新クラスの発表等）
１０：４５～１１：００　アリーナに椅子入れ
１１：００～１１：５０　入学式準備
　　　　　　１２：０５　生徒完全下校

　         　　持　ち　物
　通知表ファイル・体操服・ジャージ、上履き
　雑巾、筆記用具

　　　　　　　　注意事項等
・登校したら、旧学年の下駄箱に靴を入れ、
　旧学年の教室に入室する。
・新年度の教科書が配布されます。

　４月１日以降の新学期におけるマスクの着用の考え方について、文部科学省からの通知において、「学校教育活動
の実施に当たっては、マスクの着用を求めないことを基本とする」としています。つきましては、４月からの新年度
において、マスクの着用等については、次のように考えていますのでお知らせします。

１　生徒及び教職員については、学校教育活動に当たって、マスクの着用を求めないことを基本とします。
２　基礎疾患があるなど様々な事情により、感染不安を抱き、マスクの着用を希望したり、健康上の理由により
　　マスクを着用できない生徒もいることなどから、学校や教職員がマスクの着脱を強いることはないようにし
　　ます。
３　生徒の間でも、マスクの着用の有無による差別・偏見等がないように適切に指導します。
４　入学式や始業式等の行事においても、マスクの着用を求めないことを基本とします。
５　基本的な感染対策として、「３つの密」の回避、「人と人との距離の確保」、「手洗い等の手指衛生」、
　　「換気」については、引き続き実施をしていきます。

　＊本校における具体的な対応等は、新年度になりましたら、随時お知らせをしていきます。
　＊マスク着用の有無による差別・偏見等については、ご家庭でもお話しくださいますようお願いします。
　＊マスク着用について、不安がある場合等は、学校までご相談ください。

４月１日からの学校生活について

送　　辞　　　　　　　　　　　　　　　　　　在校生代表

　冬の厳しい寒さも和らぎ、吹く風にも春の訪れを感じられる季節となりました。
　本日晴れて土気南中学校を旅立たれる３年生の皆様、ご卒業おめでとうございます。在校生を代表し、心よりお祝
い申し上げます。
　皆様は土気南中学校で過ごした３年間をどのように振り返っていますか。世間では３年前に突如として現れた新型
コロナウイルスの影響で常にマスクを着用し、顔の表情が伝わりにくくなったこと、会いたくても大切な人に会えな
くなること、今までの当たり前がどれだけ尊いことだったのか実感する日々でした。
  学校生活においては、先輩方は入学式が６月にずれ、体育祭や自然教室などの学校行事が中止となり、修学旅行の
行き先の変更、部活動の制限など、あらゆる場面で規制がかかり、先が見えず不安なことも多くあったと思います。
しかし、私たち後輩の前ではそんな不安な姿を一切見せず、優しく声を掛け、温かく接してくださいました。ときに
は厳しく叱責してくださったことも私たちのことを思って伝えてくれたのだと感じています。本当に先輩方は私たち
の良き見本であり、大きな目標でした。
　今年度の体育祭、スローガンは「勇猛果敢　南中頂点掴み取れ」。この目標を達成するために先輩たちが強い気持
ちを持って取り組む姿勢は本当に私たちの憧れでした。練習のときから周りに指示を出す実行委員、学校全体を盛り
上げた応援団、ソーラン節の手のあげ方や構えの姿勢について教えてくれたダンスリーダー、そうした先輩方の取り
組みがあったからこそ、熱く記憶に残る体育祭として心に刻まれました。
　オリオン音楽祭では時間や場所の制限がある中で、工夫して練習を行い、３年生のフロアから響く歌声は日々美し
さを増していました。そして本番、ステージ上の先輩方の堂々とした合唱、やはり最上級生は違うなと思いました。
画面越しから伝わってきた先輩方の力強く美しい歌声に圧倒され、感動したことを今でも覚えています。先輩方が行
事を成功させようと、一つの目標に向かって学級、学年が団結をする姿、結果に歓喜し、喜びを分かち合う様子など
先輩たちの背中はとても大きく、輝いていました。
　先輩とのかかわりの中で、私が特に印象に残っているのは、部活動での最後のミーティングです。先輩方の悔し涙
を目に浮かべながらも最後まで笑顔を忘れない姿勢に本当に胸を打たれ、先輩方のこれまで積み上げてきたたくさん
の努力や熱い想いを強く感じました。先輩方が部活動を引退し、私たち２年生が部の中心となった今、先輩方の人知
れない気づかいや努力が私たちを大きく支えてくれていたことに気づかされました。先輩方がつないできた土気南中
の伝統のたすきを私たちがつなぎ、これまで以上によりよい土気南中学校を創っていきます。
　今、それぞれの道に向かって新たな一歩を踏み出します。歩き出した道の途中で、困難に直面したり、上手くいか
なかったり、不安な状況が続くかもしれません。そんなときは、土気南中学校で過ごした日々を思い出してみてくだ
さい。共に悩み、共に悲しみ、共に喜び、共に過ごした仲間との絆、この学校で培ったことは大きな力になり、背中
を強く押してくれるはずです。皆様は未来に向かって、笑顔を絶やさず、力強く歩んでいってください。今まで本当
にありがとうございました。
　最後になりますが、卒業生の皆様のご健康とさらなるご活躍をお祈り申し上げ、送辞とさせていただきます。


